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ベリタスウェビナー: Veritas Vibe へようこそ！
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本日のセッションは
事前に収録

ご質問はチャット（当日のみ）
もしくはメールで可能

各種資料はサイト上の
リンクからアクセス可能



1 クラウド上でのクラスタリングに関する不安

2 切り替え時間の不安は心配無用

3 ベリタスによるパフォーマンステスト結果

4 パフォーマンス向上の為の方策
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本日の内容



1 クラウド上でのクラスタリングに関する不安

2 切り替え時間の不安は心配無用

3 ベリタスによるパフォーマンステスト結果

4 パフォーマンス向上の為の方策
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本日の内容
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クラウド（AWS, Azure, GCP）上のクラスタリングは常識？
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InfoScale on AWS ホワイトペーパー公開中

■AWS上の Windows で InfoScale を用いてクラスタリングしよう
https://qiita.com/vxse_japan/items/bddaf20b07fb8bf302ef
【ホワイトペーパー】
https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_deploy_EBS_PrivateIP_JP
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_deploy_VVR_OverlayIP

■AWS上の RHEL でInfoScaleを用いてクラスターを構築しよう
https://qiita.com/vxse_japan/items/49ddbdd381dca48ada9b
【ホワイトペーパー】
https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_RHEL_on_AWS_deploy_EBS_PrivateIP_JP
https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_RHEL_on_AWS_deploy_FSS_PrivateIP_JP
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_RHEL_on_AWS_deploy_FSS_OverlayIP

■AWS上のRHELでファイルシステムの拡張が必要になったらどうする？
https://qiita.com/vxse_japan/items/5e9beb7d937078f328a6
【ホワイトペーパー】
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_RHEL_on_AWS_FSS_storage_maintenance

■AWS上のWindowsでファイルシステムの拡張が必要になったらどうする？
https://qiita.com/vxse_japan/items/6374ded18d9b835e0030
【ホワイトペーパー】
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_VVR_storage_maintenance

分かりやすい説明＆構築手順

https://qiita.com/vxse_japan/items/bddaf20b07fb8bf302ef
https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_deploy_EBS_PrivateIP_JP
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_deploy_VVR_OverlayIP
https://qiita.com/vxse_japan/items/49ddbdd381dca48ada9b
https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_RHEL_on_AWS_deploy_EBS_PrivateIP_JP
https://www.veritas.com/content/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_RHEL_on_AWS_deploy_FSS_PrivateIP_JP
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_RHEL_on_AWS_deploy_FSS_OverlayIP
https://qiita.com/vxse_japan/items/5e9beb7d937078f328a6
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_RHEL_on_AWS_FSS_storage_maintenance
https://qiita.com/vxse_japan/items/6374ded18d9b835e0030
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale7.4.1_Win_on_AWS_VVR_storage_maintenance
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InfoScale on Azure ホワイトペーパー公開中

分かりやすい説明＆構築手順

■Azure上の Windows で InfoScale を用いてクラスタリングしよう
https://qiita.com/vxse_japan/items/180a8ee5e8d0da3b87a6
【ホワイトペーパー】
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.2_Win_on_Azure_deploy_PrivateIP
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.2_Win_on_Azure_deploy_VVR_OverlayIP

■Azure上の RHEL でInfoScaleを用いてクラスターを構築しよう
https://qiita.com/vxse_japan/items/5d6b39d848ad79c7ffcc
【ホワイトペーパー】
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.1_RHEL_on_Azure_deploy_PrivateIP
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.1_RHEL_on_Azure_deploy_FSS_OverlayIP
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.1_RHEL_on_Azure_deploy_VVR_OverlayIP

■AWS上のRHELでファイルシステムの拡張が必要になったらどうする？
https://qiita.com/vxse_japan/items/445e9e68563a210e7a93
【ホワイトペーパー】
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.1_RHEL_on_Azure_Storage_Maintenance

https://qiita.com/vxse_japan/items/180a8ee5e8d0da3b87a6
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.2_Win_on_Azure_deploy_PrivateIP
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.2_Win_on_Azure_deploy_VVR_OverlayIP
https://qiita.com/vxse_japan/items/5d6b39d848ad79c7ffcc
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.1_RHEL_on_Azure_deploy_PrivateIP
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.1_RHEL_on_Azure_deploy_FSS_OverlayIP
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.1_RHEL_on_Azure_deploy_VVR_OverlayIP
https://qiita.com/vxse_japan/items/445e9e68563a210e7a93
https://www.veritas.com/support/en_US/doc/InfoScale_7.4.1_RHEL_on_Azure_Storage_Maintenance
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実際のお客様の声
～2020/6/26 セミナー他のアンケートより～

✓ 実装パターン毎の切り替え時間について言及が無かった

✓ 次回はパフォーマンスについて説明して欲しい

✓ AWS EBS の性能が、クラスタリング時にどの程度変わ

るのか示して欲しい

✓ レプリケーションと仮想ミラーのパフォーマンスの違いが知

りたい

✓実装方法の議論は、性能面での現実性を示し

た後にすべきである
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クラウド上のクラスタリング普及の為の２つハードル

切替時間の不安の払しょく

パフォーマンスの不安の払しょく



1 クラウド上でのクラスタリングに関する不安

2 切り替え時間の不安は心配無用

3 ベリタスによるパフォーマンステスト結果

4 パフォーマンス向上の為の方策
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本日の内容
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クラウド上のクラスタリング
～オンプレと違って切り替え時間が長くならないか不安です～

代表的な利用パターンで
２分以内の切り替えを実現

代表的な利用パターンで
２分以内の切り替えを実現
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AWS上での切り替え時間検証結果
～RHEL上のapacheをクラスター監視下とし、httpdを強制終了～

PrivateIP切替型 ルートテーブル切替型 DNS切替型

共有ディスク型 AZ内クラスター：
1分12秒

AZ内クラスター：
1分16秒

AZ内クラスター：
1分38秒

仮想ミラー型 AZ内クラスター：
49秒

AZ内クラスター：
54秒

AZ内クラスター：
1分22秒

AZ跨ぎクラスター：
56秒

AZ跨ぎクラスター：
1分28秒

レプリケーション型 AZ内クラスター：
1分4秒

AZ内クラスター：
1分11秒

AZ内クラスター：
1分29秒

AZ跨ぎクラスター：
1分19秒

AZ跨ぎクラスター：
1分31秒
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仮想ミラー＋ルートテーブル切替によるAZ跨ぎクラスター構成
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仮想ミラー＋ルートテーブル切替によるAZ跨ぎクラスター

切り替えデモ
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レプリケーション＋ルートテーブル切替によるAZ跨ぎクラスター構成



16 Copyright © 2020 Veritas Technologies LLC. 

レプリケーション＋ルートテーブル切替によるAZ跨ぎクラスター

切り替えデモ
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Azure上での切り替え時間検証結果
～RHEL上のapacheをクラスター監視下とし、httpdを強制終了～

PrivateIP切替型 ルートテーブル切替型 DNS切替型

共有ディスク型 AZ内クラスター：
1分19秒

AZ内クラスター：
1分18秒

AZ内クラスター：
1分21秒

仮想ミラー型 AZ内クラスター：
58秒

AZ内クラスター：
54秒

AZ内クラスター：
1分18秒

AZ跨ぎクラスター：
59秒

AZ跨ぎクラスター：
1分22秒

レプリケーション型 AZ内クラスター：
1分5秒

AZ内クラスター：
1分8秒

AZ内クラスター：
1分25秒

AZ跨ぎクラスター：
1分15秒

AZ跨ぎクラスター：
1分28秒



1 クラウド上でのクラスタリングに関する不安

2 切り替え時間の不安は心配無用

3 ベリタスによるパフォーマンステスト結果

4 パフォーマンス向上の為の方策
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本日の内容
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クラウド上のクラスタリング
～クラスタリングによって、シングル構成に比べてパフォーマンスが落ちないか不安です～

共有ディスク構成なら
シングル構成と同等

代表的な構成パターンで
シングル構成と同等
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AWS上でのパフォーマンステスト条件

構成パターン

以下の５つのパターンで比較

1. シングルノード構成(非クラスタリング)

2. AZ内の共有ディスククラスター

3. AZ内の仮想ミラークラスター（ハート
ビートはTCPを使用）

4. AZ内の仮想ミラークラスター（ハート
ビートはUDPを使用）

5. AZを跨いだ仮想ミラークラスター
（ハートビートはUDPを使用）

２ パフォーマンス計測ツール

✓ フリーのツール：IOMETERを使用
https://ja.osdn.net/projects
/sfnet_iometer/

✓ 様々なI/Oパターンで、それぞれ3分
間のI/O負荷をかけ、IOPS、スルー
プット、CPU使用率を計測

３マシン環境

✓ OS: RHEL7.7

✓ クラスタソフト：InfoScale7.4.2

✓ 仮想マシンは t2.large（2vCPU, 
8Gbyteメモリ）

✓ データ用ディスクは汎用SSD (gp2)
を用いて5Gbyteのファイルシステムを
構築

１



21 Copyright © 2020 Veritas Technologies LLC. 

vpc-vcs 10.193.0.0/16 vcs-gateway

subnet-tokyo-pub
10.193.24.0/24

クライアント兼
操作用EC2

Windos2016

nat-gateway-tokyo

ルートテーブル

subnet-tokyo-pri
10.193.44.0/24

稼働系マシン
RHEL7.7
ホスト名：vcslinlab09
物理IP：10.193.44.109

ルートテーブル

subnet-chiba-pub
10.193.34.0/24

nat-gateway-chiba

ルートテーブル

subnet-chiba-pri
10.193.54.0/24

待機系マシン
RHEL7.4
ホスト名：vcslinlab10
物理IP：10.193.54.110

ルートテーブル

ダミーの仮想IPアドレス:10.192.0.10

InfoScaleによるクラスター

AZ: ap-northeast-1a AZ: ap-northeast-1d

クライアント用EC2
Windos2016

Destination ターゲット

10.193.0.0/16 local

0.0.0.0/0 vcs-gateway

10.192.0.10 クラスター稼働系NIC

Destination ターゲット

10.193.0.0/16 local

0.0.0.0/0 vcs-gateway

10.192.0.10 クラスター稼働系NIC

Destination ターゲット

10.193.0.0/16 local

0.0.0.0/0 nat-gateway-tokyo

10.192.0.10 クラスター稼働系NIC

Destination ターゲット

10.193.0.0/16 local

0.0.0.0/0 nat-gateway-chiba

10.192.0.10 クラスター稼働系NIC

10.192.0.10
にサービス要求 10.192.0.10

にサービス要求

FSSによる仮想ミラー
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仮想ミラー＋ルートテーブル切替によるAZ跨ぎクラスター

パフォーマンス計測デモ
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AWS上でのパフォーマンステスト結果（チューニング無し）
～I/Oサイズ4Kbyte、Read/Write比率5対5、ランダムアクセスでテスト～

✓ 共有ディスク構成の場合、シングル（非クラスタリン

グ構成）とパフォーマンスは変わらない

✓ 仮想ミラーを行った場合、チューニングしなければ3

割程度にパフォーマンスが落ちる

✓ CPU使用率は2%程度上昇するのみ
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Azure上でのパフォーマンステスト条件

構成パターン

以下の５つのパターンで比較

1. シングルノード構成(非クラスタリング)

2. AZ内の共有ディスククラスター

3. AZ内を跨いだレプリケーションクラス
ター

4. AZを跨いだ仮想ミラークラスター
（ハートビートはUDPを使用、チュー
ニング無し）

5. AZを跨いだ仮想ミラークラスター
（ハートビートはUDPを使用、チュー
ニングあり）

２ パフォーマンス計測ツール

✓ フリーのツール：IOMETERを使用
https://ja.osdn.net/projects
/sfnet_iometer/

✓ 様々なI/Oパターンで、それぞれ3分
間のI/O負荷をかけ、IOPS、スルー
プット、CPU使用率を計測

３マシン環境

✓ OS: RHEL7.7

✓ クラスタソフト：InfoScale7.4.2

✓ 仮想マシンは Standard A4_v2
（4Core, 8Gbyteメモリ）

✓ データ用ディスクはStandard SSD
を用いて5Gbyteのファイルシステムを
構築

１
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Azure上でのパフォーマンステスト結果
～I/Oサイズ4Kbyte、Read/Write比率5対5、ランダムアクセスでテスト～

✓ Azureの場合、構成が小規模だとシングル構成で

もパフォーマンスが出にくい

✓ 共有ディスク、仮想ミラー、レプリケーションの全てに

おいて、シングル構成と同等のパフォーマンス

✓ CPU使用率も殆ど変わらない

0

50

100

150

200

250

300

IOPS

総IOPS Read IOPS Write IOPS

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

スループット

総スループット（Mbyte) Readスループット（Mbyte) Writeスループット（Mbyte)

0
0.5

1
1.5

2
2.5

3
3.5

CPU使用率

% CPU Utilization % User Time % Privileged Time



26 Copyright © 2020 Veritas Technologies LLC. 

AWS上の仮想ミラー構成ではチューニングの必要あり



1 クラウド上でのクラスタリングに関する不安

2 切り替え時間の不安は心配無用

3 ベリタスによるパフォーマンステスト結果

4 パフォーマンス向上の為の方策

27 Copyright © 2020 Veritas Technologies, LLC. 

本日の内容
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クラスターのパフォーマンスを向上させる方策

構成：仮想ミラー

手法：
ハートビートネットワーク関連の
チューニングにより向上

✓ MTUサイズ拡張
✓ 通信バッファサイズ拡張
✓ LLTフロー制御閾値拡張

構成：レプリケーション

手法：
レプリケーション用カーネルバッ
ファのチューニングにより向上

https://sort.veritas.com/DocPortal/p
df/79604030-141543652-1 の13章
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MTUサイズ拡張による仮想ミラーパフォーマンス向上

• バッチ系の処理

• シーケンシャルアクセス

• 書込みが多い

• 書き込みサイズが大きい、
例えばファイルシステムの
ブロックサイズが8Kである

適したシーン

データ転送の単位が大きくな
るので、転送効率が良くなる。
ただし、データの書き込みサ
イズが小さい場合は、逆に転
送効率が悪くなるので注意

向上する理由

ifconfig コマンドで、MTUサ
イズを変更する

# ifconfig eth1 mtu 9000
# ifconfig –a | grep mtu
eth1 ・・・・・ mtu 9000

具体的手法
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通信バッファサイズ拡張による仮想ミラーパフォーマンス向上

• バッチ系の処理

• クラスターのハートビート
にUDPを選択

• 書込みが多い

• 書き込みサイズが大きい、
例えばファイルシステムの
ブロックサイズが8Kである

適したシーン

通信バッファサイズを増やす
事で、転送効率があがる。た
だし、万能ではなく、搭載し
ているメモリとの兼ね合いも
あるので、注意

向上する理由

/etc/sysctl.conf の
xxxxxx 部分のパラメーター
を変更

net.core.rmem_default=XXXXXX
net.core.wmem_default=XXXXXX
net.core.rmem_max=XXXXXX
net.core.wmem_max=XXXXXX
net.core.optmem_max=XXXXXX
net.ipv4.tcp_rmem="4096 87380 XXXXXX"
net.ipv4.tcp_wmem="4096 65536 XXXXXX“

※ 今回は、メモリサイズと同じ8G
（8388608）に設定

具体的手法
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LLTフロー制御閾値拡張による仮想ミラーパフォーマンス向上

• AZ跨ぎなど、ネットワーク
のLatencyが大きい

• 書込みが多い

適したシーン

キューに溜められるデータ量
が増えるので、転送効率があ
がる。ただし、万能ではなく、
搭載しているメモリとの兼ね
合いもあるので、注意

向上する理由

lltconfig コマンドで、フロー
制御の閾値を変更する

# lltconfig -F highwater:2000
# lltconfig -F rporthighwater:2000
# lltconfig -F query | grep highwater 

highwater = 2000
rporthighwater = 2000

具体的手法
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AWS上でのMTUサイズ拡張が有効に機能した例
～AZ内TCPクラスタリング、I/Oサイズ4Kbyte、Read/Write比率5対5、シーケンシャルアクセス～
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✓ CPU使用率も低下
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AWS上での通信バッファサイズ拡張が有効に機能した例
～AZ内UDPクラスタリング、I/Oサイズ64Kbyte、Read/Write比率5対5、シーケンシャルアクセス～

✓ チューニング無しに比べ、約1.2倍のパフォーマンス向上

✓ CPU使用率は上がったが1%未満
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AWS上でのLLTフロー制御閾値拡張が有効に機能した例
～AZ跨ぎUDPクラスタリング、I/Oサイズ4Kbyte、Read/Write比率5対5、シーケンシャルアクセス～

✓ チューニング無しに比べ、約3倍のパフォーマンス向上

✓ CPU使用率は上がったが1%未満
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まとめ

基幹業務クラウド移行に
おける課題

• 切り替え時間

• パフォーマンス

クラウド上のクラスタリング
切り替え時間は２分程度

• AWS、Azure、構成パター
ンに依存せず

• オンプレと変わらないSLA
を実現可能

パフォーマンス

• Azureでは非クラスター構
成と同等

• AWSの場合、チューニン
グが必要なパターンあり

• AWSのチューニングは、
３つを使い分ける



Q & A



ありがとうございました!
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